
江戸時代以前のお盆行事は武家、貴族、僧侶などで主に催され一般庶民に広まったのは江戸時代

以降です。ちなみにわが国初のお盆は推古天皇の時代 606 年になるようです。 

日本のお盆は、仏教の「ウラバンナ」の行事と「藪入り」の、今の自分があるのはご先祖様の

お蔭様であると感謝する、先祖崇拝の気持ちが結びついて伝えられたもののようです。 

お盆の習わしも、地域や時代、宗教・宗派によってさまざまな形で伝わってきたと思いますが、

親族が一堂に会し、先祖や個人を偲び、自分を顧みるというお盆の根幹は、それこそ推古天皇の

時代から変わらないものではないでしょうか。 

今回はお盆の由来について書きたいと思います。次ページに

詳しく書きましたが、お盆は、インドのウラバンナ(逆さ吊り)

という言葉からきていて、「さかさまに吊り下げられるような

苦しみにあっている人を救う法要」らしいです。 

こういう風習がある日本という国に生まれてこられて幸せです。最近

はネット社会のせいで、顔が見えないことを良いことに、上から目線で

他人や社会を評論家のように批判しているコメントをよく見かけます。                           

                                     

ところで皆様は「藪入り（やぶいり）」という言葉をご存知

でしょうか。私も知りませんでしたが、江戸時代、お正月とお

盆に奉公人が休みをとって実家に帰ることが出来る時期を「藪

入り」と言っていたそうです。「藪入り」は他家に嫁いだ女性

が実家に戻る事の出来る時期でもあり、自分と自分の家(先祖、

ルーツ)の繋がりを確認する時期だったようです。 

 

 

 

「コロナが収まらないのも政府のせいだ。」とか。実

際は我々国民の意識の問題で連帯責任なのに…。他者批

判や責任転換が常態化して民度を貶めることが無いよ

う、個人個人が、他人でなく自分を律するような誇り高い国民でいつまでもあっ

て欲しいものです。まずはお盆の日に故人を思い出し、感謝の念を送りましょう！                      

小山 
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世の中の気になることを 

ピックアップ 

猫が夢中になって舐めているテレビ CM で有名になった、いなばの「CIAO ち

ゅ～る」シリーズ。なぜあれほど夢中になってしまうのでしょうか。実は、猫の嗜

好性には、味覚よりも嗅覚が大きく影響します。チャオチュールは開封すると猫

の大好きな香りが漂います。人間よりもすぐれたその嗅覚で、美味しいおやつ

につられてしまうのです。 

■猫がチャオチュールを大好きな理由 

 

■猫はなぜ箱や袋に入りたがるのか 
狭いところに入りたがる最も大きな理由が、その狩猟本能です。野生の猫の狩りは、獲物に気付かれない

ように狭くて暗い場所でじっと身を潜め、一気に飛びかかるというもの。そのために、狩りの真似ごとをし

て遊んでいるときの猫は、箱や袋の中から外を覗くようにしています。 

本来、動物の世界では熱々の食べ物というのはないので、どの動物も熱いものは食べられないようです。

それでは、なぜ猫舌といわれるようになったのかというと、猫が昔から人々の生活の中に溶け込んだ、と

ても身近な動物だったからというのが理由だそうです。猫にとってはいい迷惑かもしれません。 

■猫は本当に猫舌なのか 

レトルト食品 

が、翌年にはアルミ箔をしん層とした 3 層の遮光

性のパウチが導入され、長期保存が可能となり加

熱時間も短くなったことで一気に広まりました。 

 1968（昭和43）年に市場に登場してから約40年

間で、レトルト食品はおよそ 18億 1427 万個（180g 

レトルト食品の研究開発は、1950 年ごろのアメリ

カで行われていましたが、一般消費者向けに広く

受け入れられる製品化に成功したのは、1968（昭

和43）年に大塚食品が発売した「ボンカレー」が最

初でした。 

発売当初は半透明のレトルトパウチ製品でした 
 

入り換算）、生産総額では約

2104 億円になっています。 

 

身近な生き物、猫について気になることを調べてみました 



 


